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種子法「植物種子に係る規定  法律 No010-2006/AN」 2006 年 3 月採択  
 

T： Titre Ch：Chapter A：Article 

T I 一般事項  

Ch I 目的と適用範囲  

A1 国家的課題である集約化、近代化、生産の増加、食料安全保障を目的とした  

種子の品質向上、生産向上、流通促進、使用促進  

A2 農作物と森林種子、改良品種と伝統品種を扱う  

A3 伝統的品種は国家的財産  

A4 バイオテクノロジーによる種子も規定内  

Ch II 定義  

A5 

1) 植物種子（ Semence Végétal）は農業種子と繁殖材を含む  

a) Semance agricole は、種子、挿し穂、塊茎、球根･･･等  

b)  繁殖用森林材（Matérials Forést iers）は果実、種子、挿し穂、茎、葉、根･･･       

  等  

2) 品種（Variété）＝一定の性質を持つ  

3) 優良品種（Variété amélorée）＝品質、生産性が高い品種  

4) 伝統品種（Variété traditt ionnelle）＝自然界にある。改良のための人間の介入無

し。  

5) （株）種（ Semence de Souche）遺伝的に純粋なもの。研究機関によって生産・

管理。  

6) 原原種 1～ 3（ Semence de Pré-base）3 代目まで。G1、G2、G3。研究機関によっ  

  て生産･管理。  

7) 原種（ Semence de Base）繁殖 4 代目。G4。研究機関、種子生産者によって生産。  

品質保証される Certification。  

8) 森林繁殖材原種（Matérial  Foréstier  de Base） 

9)  証明種子（ Semence certif iée）Semence de Base から 2 代目までの繁殖。R1,R2。 

10) 保証（Certificat ion）圃場、ラボでの品質検査の結果。規定に沿って。 

11）（品種）所有者（Obteneur）新品種を発見、作出した者 

12）特許（Brévet）  

13）公認（Homologation）新品種の検定、登録 

14）国家カタログ（Catalogue National）公式的な登録品種リスト 

15）所有権（Droits d’Obteneur） 

 

T II 品種の管理･保護  

Ch I 品種の管理  

A6 原種等の生産・選抜に係る取り扱いは、研究機関ならびに政府専門機関  

付属資料 4  種子法（抄訳）
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A7 品種は普及前に登録される。  

A8 品種の国家カタログを作成。  

A9 登録条件の明示は研究機関を統括する省による。  

A10 研究･登録された品種は、省の管理の下、種子生産者に。 

 

Ch II 品種の保護  

Sec.1 改良品種の保護  

A11 新品種の所有者は所有権。  

A12 所有権の保護は農民の使用（播種）、他の品種作出者の使用を妨げない 

 

Sec.2 伝統品種の保護  

A13 政府は伝統的な植物遺伝資源を保護する。生物多様性の保全、地域住民の利  

益保護のため。  

A14 許可無しに伝統的な品種を国外に持ち出すことはできない。  

   国外の研究機関に譲渡する場合は議定書を結ぶ。  

A15 伝統的植物遺伝資源の活用は、使用者であり保全者である地方住民の利益と

ならなければならない。  

 

T III 種子に関する活動  

Ch I 生産  

A16 個人・法人は登録した場合において種子の生産・繁殖を自由に行える。登録

1,000f。  

A17 普及・流通を目的とする種子は規定に沿った保証を得る必要。  

A18 種子生産者登録は単一職業税の支払いが条件。年 5,000f。  

A19 種子の品質管理のサービス提供は、手数料が発生する。  

A20 税及び手数料の額、返済方法は共同布告（農・林・財務省）により決まる。 
 

Ch II 流通  

A21 保証種子の流通は、商業省の認可取得（ agrément）が課される。  

A22 流通用の種子は品質を悪化させないよう保存される。  

A23 種子の包装にはラベルを貼付。トレーサビリティ。種名、品種名、場所、作

期、収穫日、ロット番号、品質保持期限、重さ、使用薬剤  

A24 種子の固有の品質を保持するよう運搬。  

A25 人・動物消費用の種子には、薬品の使用を禁止。  

A26 種子流通業者は取引帳簿の記入を義務付けられる。種子の品質・量の確認と

トレーサビリィティのため。  

 

Ch III 輸入と輸出  

A27 全ての種子の輸入は事前許可（Autrisation）が必要。植物遺伝資源保護と環

境リスク予防のため  
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A28 輸出は自由に行えるが、所轄への事前届出（Déclaration）必要。場合により

許可取得の必要も。  
 

Ch IV 品質管理  

A29 種子の品質管理は圃場、ラボで行われる。追加の品質管理は、種子の収穫、

調整、保存、流通において行う。  

A30 品質管理に係る業務は農・林の職員が行う。  

 

Ch V 仕様書  

A31 種子セクターの全てのアクターの権利と義務を明記。特に情報義務。  

 

T IV 組織体制と振興体制  

Ch I 組織体制  

A32 種子セクターの促進を目的に全国種子委員会 CNS（ Comité National des 

Semences）を設置。諮問機関。  

   主要な種子セクターのアクターで構成。  

   認可・公認の機関として CNS 内に  –SCHV（作物種子認可小委員会）-SCHMFB

（森林繁殖材認証小委員会）  

     

A33 種子セクター支援のための資金を設置する。認可、品質管理、種子セクター

振興に係る費用として使用。  

  

Ch II 振興体制  

A34 種子セクターの促進のためのマイクロクレジットを設置。個人・法人。特に

使用者。  

A35 政府による種子生産者、関係職員に対する定期的な研修の実施。  

A36 公的機関は、種子生産者 G、Association、Unions,連合、その他関係機関と連

携する。  

 

T V  違反の発見、抑止、処罰の手順  

Ch I  違反の発見と抑止  

A37 違反の取締り関係者。司法警察職員、警察官、関係省庁職員。  

（中略）  

 

Ch II  違反と処罰  

Sec.1 違反と処罰  

A46 虚偽の登録をし、種子生産を行った者は、禁固 1～ 3 カ月及び罰金及び（ま

たは） 1,000,000fCFA。A16 に違反。  

A47 保証無しに種子の流通を行った者は、禁固 1～ 3 カ月及び（または）罰金

2,000,000～ 20,000,000fCFA。A16.17 に違反。  
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A48 認可無しに種子の流通を行った者は、禁固 1～ 3 カ月及び（または）罰金

2,000,000～ 20,000,000fCFA。A21,22 に違反。  

A49 ラベル偽造等。1～ 3 カ月の禁固及び（または）、100,000～ 10,000,000fCFA の

罰金。  

A50 食用・動物用種子への薬剤の使用。1～ 3 カ月の禁固及び（または）、100,000

～ 10,000,000fCFA の罰金。  

A51 登録無しの種子生産者、種子流通業者。 1～ 3 カ月の禁固及び（または）、

100,000～ 10,000,000fCFA の罰金。  

A52 許可無しに種子の輸出入を行ったものは、禁固 1～ 3 カ月及び（または）、罰

金 500,000fCFA。  

 

Sec.2 行政処罰と民事処罰  

A53 種子流通業者で義務違反。種子販売停止。店舗閉鎖。（また、その一方）。  

A54 種子の流通等において損害を与えた者は賠償を求められる。  

A55 現法の施行は 1 年後。個人、法人への周知後。  

A56 現法は政府法と同様に実施される。  
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種子法周知セミナー資料 

ANNEXES「植物種子の技術的規範と基準」  

 

ANNEX 1 農産物種子の技術規範と規準  

Ch I.ソルガム、Ch II.落花生、Ch III.ニエベ、Ch IV.コメ、Ch V.ゴマ、Ch VI.ミレット、  

Ch VII.メイズ、Ch VIII.野菜  

 

ANNEX 2  森林繁殖材の保証に係る技術的規範と規準  

 

＜事例＞ANNEX 1 

Ch VII.メイズ（Maïs）  
I. 自家受粉品種  

1.2  適用範囲  

・メイズの生産条件、品質管理（生産から流通まで）、種子保証は、この技術規則と規

準に規定される。  

1.3  生産  

1.3.1 原種  

・メイズ原種の生産は、遺伝的な選別を得る。  

・第 0 世代（G0）を「（元だね）」と呼ぶ。その後の 3 世代（G1、G2、G3）を「原原

種」と呼ぶ。第 4 世代（G4）を「原種」と呼ぶ。しかしながら、保証された G1～

G4 の原原種も原種とまとめて呼ぶ。  

・必要な場合、前原種からの保証種子生産は許可される。規定に従う限り（特に品種

の純粋性）。  

 

1.3.2 保証種子第一繁殖（R1）  

・保証種子第一世代は、原種からの直接生産されたものである。  

・しかしながら、必要な場合、規定に従う限り、R1 由来の保証種子第二世代（R2）

の生産が許可される。  

 

1.3.3 保証種子第二世代（R2）  

・保証種子第二世代は R1 からの直接生産されたものである。  

・しかしながら、必要な場合、規定に従う限り、R2 由来の保証種子第三世代（R3）

の生産が許可される。  

 

1.4 栽培規定  

・メイズの種子増殖圃場は、以下の規定に準拠する。  

 

 

付属資料 5 参考資料  
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1.4.1 増殖に用いる種子  

・種子増殖グループ（種子生産者グループ）、または個人種子増殖者は、増殖に用いる

種（元だね）の袋にある保証を確認しなければならない。  

 

1.4.2 栽培歴、前作  

・前作にメイズを栽培した区画での栽培は禁ずる。  

・メイズの播種を行う土地において、（前作の）メイズの発芽が無いようにする。  

・しかしながら、灌漑整備区における栽培は例外とする；この場合は、播種 3 週間前

に増殖区域に事前潅水を行い、（前作の）メイズの発芽を全て耕起し死滅させる。

全ての場合において、種子生産に用いられる圃場は再発芽と再播種（収穫期の脱

粒？）を防ぐ。  

 

1.4.3 隔離（ Isolement）  

・原種ならび保証種子 R1、R2 は、以下の表（1.5.3）に従い、隔離する。  

・メイズの圃場は、以下のように、望まない受粉から厳格に隔離されなければならな  

い。  

 －原種の生産の場合、全ての他のメイズ生産から 400m の隔離  

－保証種子の生産の場合、全ての他のメイズ、ならびに純化されてない同品種のメ

イズの生産から 200m の隔離  

・隔離を厳格に実施するために、開花期を 30 日間ずらす。  

・全ての場合において、機械的な混合（車両等の移動による？）を防ぐために、種子

増殖圃場は（他の圃場から）十分な距離をとり、物理的壁（側溝、生垣、柵等）で

隔てておく。  

 

1.4.4 栽培状況  

・栽培段階（の管理）は、観察、評定により正確に実施する。  

・メイズ種子の生産区画は、清潔な状況（清掃、除草、残渣除去）を維持する。  

・雑草の繁殖を伴う悪い状況は、種子リストからの削除の原因となる。  

 

1.4.5 純化  

－品種的  

・（栽培圃場における）品種混合した、また、疑わしい植物体は見つけ次第除去する。

この作業は開花前に行う。  

・品種の混合、または、異型の植物体の最大許容％ならびに許容数は、  

 ＊原種（の生産）において、0.10％  

 ＊保証種子 R1、R2（の生産）において、0.60％  

・（圃場における）病気は、種子の価値を減じる原因となる。  

・種子伝染性の病気に罹患した植物体は、他個体に伝染しないように、出穂前に引き

抜き、圃場外に捨てる。  
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1.4.6 収穫、保存  

・メイズの種子は新しい袋または、清潔な容器に入れる。  

・保存は、検査室での品質検査用サンプル採取の正確な実施のために、ロット（ lot）

で行う。  

 

1.4.7 検査用サンプル  

・検査用のサンプルの採取は以下のとおり、  

 －検査室に提出するサンプル  ：1,000g 

 －純潔検査用サンプル     ：   900g 

 －異種粒数計測用サンプル   ：1,000g 

・1 ロットの単位（重さ）  

 －原種 10t   

－保証種子 40t 

 

1.5 圃場検査  

1.5.1 栽培の届出  

・メイズ種子の生産面積を、毎年 5 月 1 日までに、DGPV/DPFV/SNS（植物生産総局

植物関連産業促進局全国種子課）に栽培届出にて届け出る。  

 

1.5.2 圃場検査  

・圃場検査は、圃場の確認、栽培開始、開花期、登熟期に定期的監視を行う。  

－最低限以下の 2 検査は必須：  

・①開花前：栽培歴、隔離、元だね、再発芽と自然交雑の有無  

・②抜き打ちで開花期：隔離、異種 /異型の個体･穂、その他の不良事項。また、種

子伝染性の病気の発生について。特別な問題がある場合、追加の監査を行う必要。  

 

1.5.3 圃場検査の規準  
基準  前原種 G1~G3 原種 G4 保証種子 R1 

隔離 最低限の距離 m 400m（PO）  
600m（HS）  

400m（PO）  
600m（HS）  

300m（PO）  
300m（HS）  

異種個体の最大混在割合％  0.3（PO）  
0（LP）  

0.5（PO）  
0（LP）  

1.0（PO）  
 

病気個体の最大率％  0.05 0.10 0.10 
  （PO）：開放受粉、（HS）：ハイブリッド、（LP）：同系               

 

1.5.4 栽培上の格下げ（種子生産リストからの削除）  

・DGPV/DPFV/SNS により、種子生産者へ栽培不適格が通知される。  
 

1.6 保証  

・保証されるロットは、以下の技術規定と規準を満たさなければならない。  

 

105



使 用 者 ま で の 流 通 の ど の 段 階 に お い て も （ た と え 調 整 に お い て も ）、

DGPV/DPFV/SNS の事前許可無しにメイズ種子の包装は開封できない。  

 

1.6.1 収穫規準  

・収穫後の検査種子の中に、0.10％以上の異種個体、または、0.20％以上の異色種子

があってはならない。  

 

1.6.2 検査室における検査規準  
検査内容  原原種  

G3 
原種  保証種子

R1 
保証種子

R2 
ハイブリッド  
保証種子  

純潔検査 ％  
（品種）  

99.9％  99.9％  99.7％  99.0％  99.8％  

異物混入検査  
 ％  98％  98％  98％  98％  98％  

他作物粒数  
最大％  2％  2％  2％  2％  2％  

雑草粒数  
最大％  0 0 0 0 0 

発芽勢 ％  90％  90％  90％  90％  90％  
含水率 ％  14％  14％  14％  14％  14％  
これらの検査は ISTA（国際種子検査協会）の規定に従う。  

 

Ⅱ  HYBRIDE 

2.1  適用の範囲  

・生産条件、品質管理（生産から流通まで）、種子保証は、この技術規則と規準に規定

される。  

 

2.2 生産  

・メイズのハイブリッド種子の生産は、純系の維持、国家品種カタログへの登録申請

した交雑の実施、自然条件、生理条件、防除条件の維持に基づいて行われる。  

・（交雑に用いる）純系は既知で保証されたものを用いる。純系は自家繁殖により繁殖

可能なもの、また、継続した自家繁殖により選抜されたもの。  

・単純なハイブリッド（Hybride Simple）は、既知で保証された登録済みの純系から生

産する。純系は最低 5 世代の自家繁殖により生産される。  
 

2.2.1 原種  

・純系及びハイブリッドの 2 つの純系の交雑の結果により生産される。  

・ハイブリッド原種は、2 系統交雑により作出された第一世代である。  

・ハイブリッド原種は、登熟後、検査され、圃場試験に移される。  

・保証種子は原種から直接生産されたもので、種子生産には用いない。  
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2.3 栽培規定  

2.3.1 増殖に用いる種子  

・種子増殖グループ（種子生産者グループ）、または個人種子増殖者は、増殖に用いる

種（元だね）の袋にある保証を確認しなければならない。  

 

2.3.2 栽培歴、前作  

・メイズの播種を行う土地において、（前作の）メイズの再発芽・再播種（脱粒）が無

いようにする。  
 

2.4.3 栽培状況  

・栽培段階（の管理）は、観察、評定により正確に実施する。  

・悪い状況の圃場は、種子リストからの削除の原因となる。  

 

2.3.4 隔離（ Isolement）  

・上記（1.5.3）に従い、隔離する。  

 

2.3.5 純化  

－品種的  

・（栽培圃場における）品種混合した、また、疑わしい植物体は見つけ次第除去する。

この作業は開花前に行う。  

・品種の混合、または、異種の植物体の最大許容％ならびに許容数は、  

 ＊原種（の生産）において、0.10％  

 ＊保証種子 R1、R2（の生産）において、0.60％  

 

－圃場衛生  

・（圃場における）病気は種子の価値を減じる原因となる。  

・種子伝染性の病気に罹患した植物体は、他個体に伝染しないように、出穂前に引き

抜き、圃場外に捨てる。  

 

2.3.6 除雄（ castration）  

・各検査区にて 0.5％の母親個体が花粉を飛散し、また、3 つの検査区にて 1.0％の母

親固体が花粉を飛散し、少なくとも 5.0％の母親植物が自家受粉する場合、ハイブ

リッド原種は廃棄される。  

・同じ父親種からの 2 種、または複数のハイブリッドが狭い固体間間隔で増殖する場

合、自家受粉した子実を持つ全ての母親個体は除去される（それらの個体数が 5.0％

以下の場合）。  

・少なくても 5.0％の母親植物が自家受粉し、雄穂が長さ 5cm 以下の場合、除雄する

父親個体の雄穂は割り引かれる。  
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2.3.7 収穫、保存  

・メイズの種子は新しい袋または、清潔な容器に入れる。  

・保存は、検査室での品質検査用サンプル採取の正確な実施のために、ロット（ lot）

で行う。  

・検査用のサンプルの採取は以下のとおり、  

 －検査室に提出するサンプル：1,000g 

 －純潔検査用サンプル   ：   900g 

 －異種粒数計測用サンプル ：1,000g 

・1 ロットの単位（重さ）  

 －原種   10t   

－保証種子 40t 

 

2.4 圃場検査  

2.4.1 栽培の届出  

・メイズ種子の生産面積を、毎年 5 月 1 日までに、DGPV/DPFV/SNS（植物生産総局

植物関連産業促進局全国種子課）に栽培届出にて届け出る。  

 

2.4.2 圃場検査  

・圃場検査は、圃場の確認、栽培開始、開花期、登熟期に定期的監視を行う。  

－最低限以下の 2 検査は必須：  

①開花前：栽培歴、隔離、元だね、再発芽と自然交雑の有無  

②抜き打ちで開花期：隔離、異種 /異型の個体･穂、その他の不良事項。また、種

子伝染性の病気の発生について。特別な問題がある場合、追加の監査を行う必

要。  

 

2.4.3 格下げ（種子生産リストからの削除）  

・DGPV/DPFV/SNS により、種子生産者へ栽培不適格が通知される。  

 

2.5 保証  

・保証されるロットは、上記の技術規定と規準を満たさなければならない。  

使用者までの流通のどの段階においても（たとえ調整においても）、  

DGPV/DPFV/SNS の事前許可無しに、メイズ種子の包装は開封できない。  
 

2.5.1 収穫規準  

・収穫後の検査種子の中に、0.10％以上の異種個体、または、0.20％以上の異色種子

があってはならない。 
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優良種子普及によるコストベネフィット予測 

 

小規模農家の平均耕作面積   ：3ha 

必要播種量（ミレット）    ：15kg/ha 

従来の種子での生産量     ：800kg/ha 

優良種子を使用した場合の生産量：1,120kg/ha 

ミレット販売価格       ：50FCFA/kg～100FCFA/kg 

市場でのミレット購入価格   ：100FCFA/kg～200FCFA/kg 
 

多くの農家では自家消費が中心であるが、コストベネフィットを出すために、全て販売すると仮

定する。 

 

優良種子を使用した場合（3 年で更新） 

・優良種子の購入による支出＝15kg×3ha×500FCFA＝22,500FCFA 

・ミレット販売による収入＝1,120kg×3ha×50FCFA＝168,000FCFA 

・収支＝168,000FCFA×3 年－22,500FCFA＝481,500FCFA/3 年 

 

自家採種種子を使用した場合（更新無し） 

・優良種子の購入による支出＝0FCFA 

・ミレット販売による収入＝800kg×3ha×50FCFA＝120,000FCFA 

・収支＝120,000FCF×3 年＝360,000FCFA/3 年 

 

差額は、約 12 万 FCFA であり、また販売価格は、最低の 50FCFA と仮定していることから、優良

種子を使用する場合、30％以上のコストベネフィットがあると言える。 

作目 優良種子 在来の種子 

メイズ 275FCFA/kg 250FCFA/3kg 

ニエベ 500FCFA/kg 575FCFA/3kg 

ミレット 500FCFA/kg 575FCFA/3kg 

落花生 500FCFA/kg 250FCFA/2kg 
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ブルキナファソ国「優良種子普及計画」協力概念図

優良種子の量的な不足

種子生産者Gの能
力不足

検査官・農業技官
の能力不足

優良種子普及に係る主な問題点

上位目標：対象地域における優良種子を使用した農業の生産性が向上する。

2KRの見返り資金による「種子ｾｸﾀｰ開発プロジェクト」の実施

農民の優良種子へのニーズの低さ

優良種子が周
知されてない

生産性向上への
効果不明

農民の購買力
と価格の折り
合い

農業生産性の低さ
食料安全保障の脆弱さ

適正技術

灌漑システム

肥料
優良種子

土壌肥沃度

農薬 降雨

成果1：種子生産体制の改善
・技術/運営マニュアルの作成

・種子生産者Gﾟ支援ﾏﾆｭｱﾙの作成
・研修の実施

種子生産者G 圃場技官

成果2：種子品質管理体制の改善
・ラボ/圃場検定マニュアルの作成
・品質管理マニュアルの作成

・研修の実施
圃場技官地方検査官 ラボ検査官

成果3：優良種子の普及体制の強化
・技術パッケージの作成
・普及マニュアルの作成
・研修
・普及活動の実施（デモ圃場等）

普及員 農民地方検査官

各体制の強化・改善
リンケージの促進

要因

プロジェクト目標：対象地域における優良種子の使用が増加する。
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ブルキナファソ国農業農村開発分野の状況 

 

１．貧困削減戦略書（PRSP）：以下の 4 つの柱からなり、農業分野は特に(3)に位置付けられる。 

(1) 広域成長の促進 

(2) 貧困層のための基本的社会サービスへのアクセス確保 

(3) 貧困層のための雇用と収入機会の増加 

・農業活動の脆弱性の改善 

・農業活動の強化と近代化 

・村落部における収入活動の多様化と向上 

・生産者組合への支援と共同インフラの確保 

・国内関連組織の連携と女性の地位向上 

(4) 良い統治の促進 

 

２．2015 年に向けた農村開発戦略書：GTZ が中心となって作成。CSLP を実行するための、貧困

及び食料安全保障、持続的開発に貢献する農村開発の実現を上位目標とした戦略で、以下の 7

基本戦略からなる。種子の重要性は、以下(1)に含まれる。 

(1) 農業生産の増加、多様化及び集約化（食料安全保障の強化） 

(2) 農産物流通の改善 

(3) 農村住民の収入の向上 

(4) 飲料水供給と衛生の改善 

(5) 自然資源の持続的管理の保証 

(6) 開発アクターとしての農村住民の責任自覚化 

(7) 農村部の女性と青年の社会経済的状況の改善 

 

３．ドナーの動き・方針 

・上記 SDR の戦略に基づき、協力していくことを確認。 

・現在のリードドナー：農業農村開発分野は、DANIDA（以前は、GTZ）、給水分野も DANIDA

（今後フランス国に代わる予定）。農業農村開発分野の主なドナーは、DANIDA,JICA,GTZ,フ

ランス国、ルクセンブルク国。給水分野は、DANIDA、フランス国、JICA。 

・上記 7 つの基本方針に関し、現在のところ、各ドナーがどの基本戦略に対し協力をしていく

か役割分担は無い。ドナー会議では、各ドナーがどのような協力を行っているかの意見交換

に留まっている。今後は、役割分担を決定していく見込み。 

 

４．JICA の取り組むべき課題（案）：農業農村開発政策アドバイザーが中心に作成。SDR を参考

とし、以下 7 項目に対して取り組むべきとの分析。以下(1)に関しては、特に太字部分が重要で

あり、種子への協力は、生産性向上に関連するものである。 

(1) 農業と食料安全保障 

・伝統的穀物の生産拡大と生産性向上支援 

・土壌劣化防止支援→生産性向上支援へ含む 
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・不安定な降雨対策への支援→他プロジェクトへ含む 

・コメの生産拡大と生産性向上への支援 

・綿花以外の輸出農産物育成等の生産多様化→他プロジェクトへ含む 

・投入財市場の育成→2KR の活用 

・脆弱な食料基盤の人々の食料不足軽減への支援→KR の活用 

(2) 水産 

・養殖の実態とポテンシャル調査及び事業形成能力強化 

・農村開発の一環として養殖技術の普及支援 

(3) 加工・流通・市場形成 

(4) 組織化 

(5) 村落給水・農業水利開発 

・村落給水への支援 

・大小灌漑設備の維持管理支援 

(6) 砂漠化防止 

・総合的な農村開発による砂漠化防止支援 

(7) 行政能力向上 

以上 
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